
皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。

目 次

週刊 避難者応援情報紙

・災害対応を想定した
ドローン活用Project視察会 --- 2

南相馬市 ---------------------- 3
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・県外避難者の受入状況 -------- 6

・令和３年度三条市表彰式 ------ 13

・11月の「ひばり」 ---------- 14
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●「みなみそうまトピックス」から

●交流ルームひばり通信

●被災自治体News

11月3日(水・祝)、体育文化会館において令和3年度

三条市表彰式が開催され、その中で、下田の渡邉幸藏さ

んと、さんじょう∞ふくしま「結」の会が、特別表彰を

受けられました。

３11
祝

水

11月11日発行

Vol.521

１３ページをご覧ください。

●新潟県

●三条市News



被災自治体News
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１
11 月

11月1日、福島ロボットテストフィールドにおいて、KDDI株式会社、パーソルプロセス＆

テクノロジー株式会社が災害対応を想定したドローンの実証試験および関係者向けの視察会が

開催されました。

実証試験では、ドローンを使って周囲の状況を確認した後に、拡声器を搭載した別なドロー

ンから安全なルートを伝え、避難誘導を行うなどドローン活用の有効性を検証しました。



被災自治体News

新型コロナワクチン接種後の抗体検査結果（1回目）について

11月5日HP更新

問い合わせ 健康福祉部 健康づくり課 0244-23-3680TEL

南相馬市からのお知らせ

市では、相馬郡医師会南相馬支部や市民の皆さまの協力の下、積極的にワクチン接種を

進めてきました。同時に、ワクチン接種の効果や既往歴、服用歴、生活習慣および1回目

2回目の接種間隔などによる影響などを把握することで、感染予防対策や社会経済活動の

再開に向けた取り組みに活かすとともに、追加接種（3回目接種）の必要性などについて

検討したいと考えていました。

7月下旬から福島県立医科大学の坪倉正治教授と協議を重ねてきた結果、坪倉教授が実

施する「福島県の被災地域における医療者と高齢者のワクチン接種後の抗体価に関するコ

ホート研究」に参加することとなり、今般、1回目の結果がとりまとまりましたので、お

知らせします。

第1回抗体検査結果

検査対象全員に、ワクチンに対する有意な免疫反応が確認された。

ワクチンの接種によって、身体にコロナウイルスに対しての防御力が備わったことが

確認された。

中和活性の値は、年齢や性別によって値にばらつきがあることが分かった。

男性で年齢の高い方が、値が低い傾向であることが分かった。

中和活性の値は、ワクチン接種後、想定よりも早く減少することが分かった。

市民の皆さんには、これまで同様に、外出時や会話時のマスクの着用、こまめな手洗い

や手指消毒の徹底、こまめな換気、ソーシャルディスタンスの確保といった基本的な感染

症対策を徹底していただくようお願いします。

南相馬市コロナワクチン抗体検査結果(第1報)

https://www.city.minamisoma.lg.jp/material/files/group/55/20211105_kotsikensa.pdf
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避難指示区域別居住状況（10月31日現在）

11月10日HP更新

旧避難指示区域内の小高区および原町区の居住人口は、10月31日現在で4,345人と

なり、同区域内の住民登録人口（7,545人）に占める居住率は57．6パーセントになり

ました。

旧避難指示区域内の住民登録人口と居住人口の推移(10月31日現在)

https://www.city.minamisoma.lg.jp/material/files/group/11/20211110_42zsl.pdf

避難指示区域別の世帯数と人口(10月31日現在)

https://www.city.minamisoma.lg.jp/material/files/group/11/kyojyujinnkou_031031.pdf

問い合わせ 復興企画部 被災者支援課 被災者支援係 0244-24-5223TEL

被災自治体News

南相馬市 住民意向調査の回答のお願い

現在、復興庁、福島県および南相馬市では、皆さまの現の状況や今後の居住、帰還に関

する意向をお聞きし、復興に向けたまちづくり・地域づくりを具体的に進めるために、住

民意向調査を実施しています。

お送りしました調査票は、11月15日(月)までに投函をお願いしていましたが、回答が

お済みでない方は、多少遅れてもかまいませんので、ご協力をお願いします。

【問い合わせ先】

復興庁 「住民意向調査」問い合わせセンター

0120-951-249

（11月15日まで設置） ※土・日、祝日を除く

問い合わせ 復興企画部 被災者支援課 被災者支援係 0244-24-5223TEL
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被災自治体News

町政懇談会および帰還困難区域に関する説明会を開催します

11月1日HP更新

（午前の部）町政懇談会 午前10時～正午

避難指示の一部解除から4年半が経過しました。当時から現在までの町の復興状況とそ

の取組について説明します。

また、これらのことについて町民の皆さんと意見交換を行います。

【内容】

⑴ 浪江町内の復興状況と取組についての説明

⑵ 意見交換

（午後の部）帰還困難区域に関する説明会 午後1時～3時

令和5年春の避難指示解除を予定している「室原拠点」、「末森拠点」および「津島拠

点」ならびに「拠点以外の帰還困難区域」について説明します。

【内容】

⑴ 室原拠点、末森拠点、津島拠点の事業の進捗および復興・再生に向けた取組について

⑵ 拠点以外の帰還困難区域に対する避難指示解除に向けた国の方針について

開催日および会場（11月開催分）

【お願い】

※ 新型コロナウイルス感染症の状況により延期または中止する場合がありますので、ホ

ームページやメールマガジン、なみえ新聞などで最新の情報を確認してください。

※ 新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用、手指の消毒をお願いします。

また、発熱や風邪などの症状がある場合は、参加を控えてください。

※ 新型コロナウイルス感染症対策のため、連絡先の記入をお願いすることがあります。

※ 駐車場に限りがあります。相乗りでの来場、公共交通機関の利用にご協力をお願いし

ます。

浪江町からのお知らせ

開催日 会場

11月16日(火)
（二本松市）安達文化ホール ホール
二本松市油井字濡石1－2

11月17日(水)
（郡山市） ビッグパレットふくしま 中会議室
郡山市南二丁目－52

11月23日(火)
（東京都） 東京国際フォーラム G409会議室
東京都千代田区丸の内3－5－1
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被災自治体News

新型コロナウイルスワクチン 3回目接種について

11月5日HP更新

3回目接種の実施時期は、2回接種完了から概ね8カ月以上経過後になります。

接種券は、接種予定月の前月の上旬に送付します。

＜例 2回目接種完了が令和3年6月の場合＞

なお、接種場所は原則、1・2回目と同様に居住地（避難先登録地）自治体となります。

予約方法、接種日程などは居住地（避難先登録地）自治体にお問い合わせください。

浜通り×さんじょうライフvol.5216

2回目接種月 接種券送付時期（7カ月後） 3回目接種月（8カ月後以降）

令和3年6月 令和4年1月上旬 令和4年2月以降

問い合わせ 健康保険課 健康係 0240-34-0249TEL

10月31日現在

問い合わせ 県民生活課 広域避難者支援係 025-282-1732TEL

市町村 人 数

新潟市 877

長岡市 201

三条市 62

柏崎市 484

新発田市 141

小千谷市 7

加茂市 9

十日町市 13

見附市 15

村上市 50

市町村 人 数

燕市 55

糸魚川市 3

妙高市 5

五泉市 16

上越市 33

阿賀野市 32

佐渡市 24

魚沼市 2

南魚沼市 9

胎内市 28

市町村 人 数

聖籠町 -

弥彦村 7

田上町 -

阿賀町 -

出雲崎町 -

湯沢町 7

津南町 -

刈羽村 23

関川村 -

粟島浦村 -

合 計 2,103

■市町村把握分

区 分 人 数

1 公営住宅・雇用促進住宅等 5

2 借上げ仮設住宅 32

3 賃貸住宅･持家･親戚知人宅等 2,066

1+2+3（市町村把握分） 2,103

4 病院 0

5 社会福祉施設 5

合 計 2,108

(前月 2,109) (前月 2,114)



被災自治体News

請戸地区に8200本のクロマツの苗を植樹

11月7日、「第4回ふくしま植樹祭」が開催され、福島県在住者限定で約1,000人が参加

しました。

植樹は、東日本大震災で津波被害を受けた請戸地区の「海岸防災林」で行われ、参加者に

よって8200本のクロマツの苗が植えられました。

植樹後は、まき割りや木工クラフト、森林のアロマづくりなど「森林づくり体験交流会」

も行われ、参加者は木材を活用したイベントを楽しみました。

当日は、なみえ創成小学校の「緑の少年団」の児童も植樹に参加し、「植樹は楽しかった、

自分の身長よりも大きく育ってほしい」と話していました。

今後、請戸地区に緑豊かな森林が再生されることが期待されます。
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被災自治体News

双葉町、浪江町、葛尾村で構成する浪江地区防犯団体連合会防犯指導隊が、防犯活動にお

いて安全安心なまちづくりに大きく貢献したとして、令和３年度安全安心なまちづくり関係

功労者内閣総理大臣表彰を受賞しました。

浜通り×さんじょうライフvol.5218

内閣総理大臣表彰 10月28日

10月28日、浪江地区防犯団体連合会鈴木正典代表、防犯

指導隊副隊長の波多野秀行さん（長塚一）がいわき事務所を

訪れ伊澤町長に受賞の報告を行いました。

伊澤町長は、「防犯指導隊の活動は、来年６月以降に帰還

を目指す双葉町にとって町民の安全・安心のため大変重要な

ものです。今後ともよろしくお願いいたします」と述べ受賞

を称えました。

黒田総務省事務次官町内視察 10月27日

総務省の黒田武一郎事務次官が双葉町内を視察しました。内堀雅雄福島県知事も随行しま

した。

伊澤町長は、黒田事務次官ほかを案内して特定復興再生拠点区域外の石熊地区の民家の荒

廃した状況や、JR双葉駅南側から駅西地区生活拠点の整備状況を確認いただき、復興の状況

が他の市町村と大きく異なる事情を説明し、復興へ向けた取り組みを加速することができる

よう国の支援を強く要望しました。

双葉町からのお知らせ



被災自治体News

復興推進委員会町内視察 10月25日

国が行う東日本大震災からの復興事業について調査・審議し、政府に対して提言を行う復興推進委

員会からメンバー６人が、復興庁、福島県の職員ともに双葉町内を視察しました。

伊澤町長は、委員の皆さんを案内して、特定復興再生拠点区域外にある民家の荒廃した状況や双葉

駅南側から駅西地区の造成状況を確認いただき、産業交流センターの屋上から中野地区復興産業拠点

や町の復興状況を説明しました。

町立学校体育館において「手を取り合い 届けよう双葉の想い

～Our thoughts will save Futaba」をスローガンに、園児、児

童、生徒の日頃の学習の成果を発表する双葉町立幼稚園、小・中

学校合同文化祭「栴檀祭」が新型コロナウイルスの感染防止対策

を取りながら開催されました。

伊澤町長は、子どもたちの工夫を凝らした発表やはつらつとし

た演技に大きな拍手を送りました。

町立学校「栴檀(せんだん)祭」 10月24日

いわき市労働福祉会館において町政懇談会を開催しました。

伊澤町長が町の現状を交えながら復興への取り組みについてあいさつした後、住民生活課長から

町政懇談会(いわき市)を開催 10月26日

「ふるさとへの帰還に向けた準

備のための宿泊（準備宿泊）に

ついて」説明し、町民の皆さん

と意見交換を行い、ご意見や要

望などをお聴きしました。
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被災自治体News
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岸田総理大臣が町内を視察 10月17日

岸田文雄内閣総理大臣が双葉町を訪問され、西銘恒三郎復興大臣とともに町の復興状況を

視察されました。

10月1日から特別通過交通制度が適用された町道109号新山・鴻草線を通行し、伊澤町長

の案内で特定復興再生拠点区域外の状況を視察され、JR双葉駅前で伊澤町長が町の状況につ

いて説明し、中野地区復興産業拠点に進出する浅野撚糸株式会社と双葉町が共同で開発した

タオルマフラーを着用いただきました。

大熊町との合同要望活動を実施 10月15日

伊澤町長は伊藤町議会議長とともに復興庁の西銘恒三郎復興大臣および環境省の山口壮環

境大臣に対し大熊町と合同で要望活動を行いました。東京電力福島第一原子力発電所事故に

伴う帰還困難区域全域の避難指示解除に向けた具体的な見通

しや取り組み方針を早急に提示するよう強く要望しました。

さらに東京電力ホールディングス本社を訪問し、小早川智

明代表取締役社長に対し、「東京電力福島第一原子力発電所

の廃炉に向けた取組みに対する要求書」を手渡し、正確な情

報公開を徹底し、信頼回復に取り組むよう要求しました。



被災自治体News

支援職員派遣元自治体訪問 10月12・13日

双葉町に職員を派遣してい

ただいている福井県敦賀市、

新潟県柏崎市の派遣元自治体

を訪問しました。

伊澤町長は各市長に面会し、

町の復興のために職員を派遣

いただいていることに感謝の

ことばを述べ、双葉町の現状

について説明しながら今後の

派遣の継続についても強くお

願いしました。

ＮＴＴドコモとの連携協定を締結 10月8日

双葉町産業交流センターにおいて、株式会社NTTドコモ東北支社と連携協定を締結しまし

た。今回の連携協定により安心安全なまちづくりや、学び、コミュニティ、観光、なりわい

などの多様な分野で「未来につながる持続可能なまちづくり」の実現に対する効果が期待さ

れます。

伊澤町長は「今回の連携協

定は、安心して帰還ができる

生活環境づくりにとって大変

強い推進力になります。町と

しても非常に大きな一歩にな

るのではと期待しておりま

す」とあいさつしました。

協定式に先立ち、芦川隆範

執行役員東北支社長が駅西の

整備状況や震災後そのままに

なっている双葉町役場庁舎内

などを視察されました。
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被災自治体News

双葉地方町村会、双葉地方町村議会議長会は、自由民主党東日本大震災復興加速化本部に

対し、双葉地方の復興・再生の加速化に向けた要望活動を行いました。

伊澤町長、伊藤町議会議長も参加し、額賀福志郎本部長に要望書を手渡しました。要望の

中でも特に帰還困難区域について、引き続き全面解除に向けた取り組みの加速について強く

要望いしました。

要望活動に先立ち、今期をもって政界を引退される大島理森衆議院議長を訪問し、これま

でのご尽力に対し深く感謝を申し上げました。

自由民主党復興加速化本部へ要望活動 10月6日
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双葉町民の避難状況（10月31日現在）

【都道府県別】(福島県外) 【福島県内市町村別】
都道府県 人 数

北海道 13

青森県 18

岩手県 11

宮城県 241

秋田県 13

山形県 18

茨城県 453

栃木県 151

群馬県 35

埼玉県 771

千葉県 168

東京都 355

神奈川県 165

新潟県 125

富山県 11

石川県 11

都道府県 人 数

福井県 2

山梨県 14

長野県 13

岐阜県 7

静岡県 26

愛知県 12

三重県 1

滋賀県 1

京都府 12

大阪府 7

兵庫県 3

奈良県 1

和歌山県 -

鳥取県 -

島根県 14

岡山県 4

都道府県 人 数

広島県 3

山口県 1

徳島県 -

香川県 -

愛媛県 5

高知県 -

福岡県 8

佐賀県 2

長崎県 5

熊本県 1

大分県 5

宮崎県 2

鹿児島県 12

沖縄県 4

国外 6

合計 2,730

市町村 人 数

福島市 239

会津若松市 40

郡山市 654

いわき市 2,144

白河市 177

須賀川市 67

喜多方市 7

相馬市 56

二本松市 16

田村市 13

南相馬市 269

伊達市 12

本宮市 45

桑折町 6

川俣町 1

大玉村 11

市町村 人 数

鏡石町 14

天栄村 3

下郷町 2

只見町 2

南会津町 0

猪苗代町 1

会津坂下町 12

会津美里町 3

西郷村 32

泉崎村 8

中島村 2

矢吹町 24

棚倉町 12

塙町 7

石川町 1

平田村 4

避難者総数

6,722

(前月 6,728)

(前月 3,996)

(前月 2,732)

市町村 人 数

三春町 30

小野町 1

広野町 37

楢葉町 9

富岡町 8

川内村 3

大熊町 5

浪江町 5

葛尾村 2

新地町 8

合計 3,992



三条市News

11月3日(水・祝)、体育文化会館において令和3年度三条市表彰式が開催され、その中で、

下田の渡邉幸藏さんと、さんじょう∞ふくしま「結」の会が、特別表彰を受けられました。

これは、東日本大震災による避難者と三条市との懸け橋として貢献されたことによるもの

です。

13浜通り×さんじょうライフvol.521 

渡邉幸藏さん

さんじょう∞ふくしま「結」の会の金子さん



市町村名 世帯数 人数

小高区 15 37

原町区 3 3

南相馬市 計 18 40

浪江町 3 10

双葉町 1 3

郡山市 5 9

合 計 27 62

三条市に避難している
世帯数と人数(2021.11.11現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256-34-5511

浜通り×さんじょうライフvol.52114

交流ルームひばり通信

１１月の『ひばり』
日 月 火 水 木 金 土

12 13

ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

ひばり休み ひばり休み ひばり休み
ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

ひばり休み

勤労感謝の日

ひばり休み ひばり休み
ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

問い合わせ TEL

E-mail
交流ルーム ひばり
（総合福祉センター内）
運営：さんじょう∞ふくしま「結」の会

0256-33-8650

hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

[開設時間] 日・水 午前10時～午後1時

※さんじょう∞ふくしま「結」の会

避難者と三条市のボランティアの有志で組織している団体で、「交流ルームひばり」の運営を無償で

行っています。「交流ルームひばり」へお気軽にお立ち寄りください。

避難先住所等の届け出について

東日本大震災に伴い避難されている方で、次のような場合は、

全国避難者情報システム（避難者名簿）に登録されている内容を

変更する必要がありますので、ご連絡ください。

・転居したので住所が変わった（変わる予定である）

・家族構成が変わった（子が進学などで転出、帰還した家族がい

るなど）

・避難生活が終了した（避難の意思を有しなくなった）

連絡先
三条市 福祉課 福祉・公営住宅係

0256-34-5405TEL


